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夫(未届)に夢のよう
.?.｡
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「
夢
の
世
界
に
い
る
よ
う

な
、
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

よ
う
な
気
持
ち
。
寄
り
添
っ

た
配
慮
を
し
て
く
れ
た
大
村

市
に
感
謝
し
て
い
る
。
引
っ

異
性
の
事
実
婚
関
係
を
示
す
際
に
使
わ
れ
る
「
夫
（
未
届
）
」
の
記
載
が
あ
る
住
民
票

の
交
付
を
受
け
た
長
崎
県
大
村
市
の
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
記
日
、
記
者
会
見
で
喜
び
を
語
っ

た
。
市
は
対
応
に
つ
い
て
、
裁
量
の
範
囲
内
と
の
立
場
。
今
後
、
他
の
自
治
体
や
国
の
制

度
の
あ
り
か
た
に
も
議
論
が
広
が
り
そ
う
だ
。

同
性
カ
ッ
プ
ル
窓
口
で
要
望

長
崎
q］

大
越
し
て
き
て
よ
か
っ
た
」

続
き
柄
欄
に
「
夫
（
未

届
迄
と
記
載
が
あ
る
住
民
票

を
受
け
取
っ
た
同
性
カ
ッ
プ

ル
の
松
浦
慶
太
さ
ん
（
銘
）
と

村
市
弓

内
縁藤

山
裕
太
郎
さ
ん
（
羽
）
は
邪

日
、
大
村
市
内
で
会
見
を
開

き
、
喜
び
を
こ
う
表
現
し
た
。

２
人
は
３
月
末
、
兵
庫
県

尼
崎
市
か
ら
長
崎
に
引
っ
越

の や I

夫
新しい住民票を手にする松

浦慶太さん（右）と藤山裕

太郎さん＝28日午後、長崎
県大村市、日吉健吾撮影

婦
、
準
じ
た

、

準
じ

し
た
。
性
的
少
数
者
の
カ
ッ

プ
ル
な
ど
の
関
係
を
公
的
に

認
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

麗
蕊
嘉
撰

帯
と
し
て
同
じ
住
所
で
暮
ら

し
て
い
た
。

公
的
保
険
と
補
助
金
の
申

請
の
た
め
、
住
民
票
で
も
２

人
の
関
係
を
証
明
す
る
必
要

大
村
市
の
対
応
に
、
ほ
か

の
同
性
カ
ッ
プ
ル
か
ら
は
好

意
的
に
受
け
止
め
る
声
が
出

て
い
る
。

岡
山
県
美
作
市
の
馬
場
奈

緒
美
さ
ん
（
“
）
と
丸
山
真
弥

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

専
門
家
指
摘

n
房』

住民票の藤山裕太郎さんの続き柄に
は「夫（未届）」と記されていた
（画像の一部を加工しています）

1－－

が
あ
り
、
今
月
２
日
、
世
帯

を
ひ
と
つ
に
す
る
手
続
き
を

申
請
し
た
。

市
側
は
窓
口
で
、
２
人
が

す
で
に
「
宣
奮
」
し
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
世
帯
主
」
で
あ
る
松

浦
さ
ん
に
対
し
、
藤
山
さ
ん

の
続
き
柄
欄
に
は
「
縁
故

者
」
と
記
す
こ
と
を
提
案
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
松
浦
さ

ん
は
「
夫
（
未
届
）
」
の
記

載
を
要
望
。
市
側
臆
担
当
者

間
で
協
議
し
た
結
果
、
そ
の

さ
ん
（
妃
）
は
、
２
０
１
９
年

に
転
入
し
て
以
降
、
住
民
票

に
馬
場
さ
ん
が
「
世
帯
主
」
、

丸
山
さ
ん
が
「
同
居
人
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

躯
年
ｎ
月
、
丸
山
さ
ん
が

脳
出
血
で
入
院
。
「
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
、
親
族
で
な

い
か
ら
と
病
状
の
説
明
を
聞

け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
住
民

票
に
『
妻
（
末
届
）
』
と
あ

れ
ば
、
関
係
を
証
明
し
や
す

く
な
る
」
と
歓
迎
す
る
。

自
治
体
職
員
向
け
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
法
律
の
解

説
書
な
ど
を
出
し
て
い
る
日

本
大
学
危
機
管
理
学
部
の
鈴

木
秀
洋
教
授
（
法
務
）
は
、

今
回
の
大
村
市
で
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
「
住
民
票
は
全

国
共
通
の
法
的
基
盤
と
な
る

公
証
制
度
と
し
て
設
計
さ
れ

プて
い
て
、
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
』
よ
り
効
力
が
強

い
『
格
上
げ
の
対
応
』
と
言

え
る
」
と
み
る
。

就
職
、
住
宅
の
購
入
や
賃

貸
契
約
な
ど
で
「
夫
婦
と
同

等
の
関
係
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
る
時
、
効
果
を
発
揮
す

る
だ
ろ
う
」
と
実
生
活
上
の

影
響
を
指
摘
。
「
国
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
る
。

鳥
取
県
倉
吉
市
で
は
昨
年

如
月
か
ら
、
希
望
す
る
場
合

は
「
夫
．
（
未
届
）
」
な
ど
と

記
載
し
て
い
る
。
す
で
に
交

一
付
し
た
か
は
非
公
表
だ
が
、

一
市
の
担
当
者
は
「
パ
ー
ト
ナ

｜
－
は
親
族
と
と
ら
え
る
の
が

一
考
え
方
の
基
本
」
と
独
自
に

一
＃
魂
饒
譲
蔑
諦

日
の
う
ち
に
記
載
が
認
め
ら

れ
た
と
い
う
。

松
浦
さ
ん
は
「
同
性
婚
な

ど
の
法
制
化
に
も
影
響
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と

話
し
た
。

大
村
市
も
認
日
、
住
民
票

の
交
付
ま
で
の
経
緯
を
説

明
。
園
田
裕
史
市
長
は
「
自

治
事
務
と
し
て
、
内
部
で
協

議
し
た
な
か
で
、
最
終
的
に

記
載
し
た
」
と
述
べ
、
自
治

体
の
裁
量
の
範
囲
内
と
い
う

見
解
を
示
し
た
。

制
よ
り
強
い
効
力
」

管
す
る
松
本
剛
明
総
務
相
は

、
記
日
、
報
道
陣
に
「
現
在
大

村
市
か
ら
事
情
を
聴
い
て
い

る
。
今
後
そ
の
状
況
を
踏
ま

え
対
応
を
検
討
す
る
」
と
述

べ
る
に
と
ど
め
た
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
続
き

鮒
鰯
溌
賄
輪
熊
一

基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
」

で
記
載
例
を
示
し
て
お
り
、

「
夫
（
未
届
）
」
あ
る
い
は

「
妻
（
未
届
）
」
は
「
内
縁

一
の
夫
婦
」
の
場
合
と
さ
れ
、

婚
姻
届
を
出
せ
ば
夫
婦
に
な

る
男
女
を
想
定
し
て
い
る
。

同
性
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
は

例
示
が
な
い
。
総
務
省
は
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
「
同
居

人
」
と
記
載
す
る
よ
う
説
明

し
て
い
る
と
い
う
。

霜
房
吾
皇
子
、
榎
本
瑞
壷
一

対
応
に
つ
い
て
、
「
内
縁

の
夫
婦
に
関
す
る
国
の
事
務

要
領
に
準
じ
て
記
載
を
し

た
。
越
権
す
る
よ
う
な
こ
と

を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
強
調
。
影
響
に
関
し

て
は
「
理
解
が
広
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
当
然
思
い

と
し
て
あ
る
が
、
社
会
保
障

で
あ
っ
た
り
相
続
で
あ
っ
た

り
、
国
の
制
度
の
中
で
議
論

さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
」
と
話
し
た
。

（
小
出
藷
膳
溌
天
）


